


序

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
、
捗
士
戦
友
会
が
結
成
さ
れ
、
舶
来
毎
年
十
一
月
、
第
一
日
曜
日
を
期
し
て
、
合
同
川
窪
架
を
護
国
神
社
で
行

い
・
亡
き
光
雄
窮
に
僚
友
の
偉
勲
を
偲
び
、
そ
の
御
冥
裾
を
祈
り
、
英
霊
を
嘉
蒜
し
て
奈
二
∵
た
・
か
、
昨
年
は
県
下
各
様
友
同
作
に
呼
び
か

け
て
、
合
同
招
魂
祭
を
挙
行
し
た
。

そ
の
間
・
英
語
跡
形
に
つ
い
て
・
何
か
石
巻
荒
事
葉
色
と
い
う
こ
と
で
、
考
え
ら
れ
た
中
に
、
聯
榛
雁
史
の
納
さ
ん
が
話
題
と
友
。
、
高

村
喜
久
二
印
や
谷
∴
波
許
か
ら
私
に
、
聯
豚
真
布
峨
問
の
記
録
を
背
い
て
貰
え
な
い
定
言
∵
り
か
、
と
い
、
論
談
、
か
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
私
は

遊
ん
・
て
い
る
叫
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
「
哨
史
の
緬
さ
ん
と
な
る
と
、
そ
れ
は
春
男
亮
作
業
で
は
な
い
し
、
ま
た
私
に
は
私
な
。
に
や

り
た
い
と
思
っ
て
ろ
仕
事
も
あ
。
、
オ
イ
ソ
レ
と
お
引
受
け
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
：
言
／
五
、
か
ら
数
少
く
掠
っ
た
生
存
者

の
中
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
責
什
あ
る
地
位
に
居
っ
た
藷
と
し
て
・
無
下
に
お
面
り
す
る
の
－
も
申
訳
な
い
）
」
と
だ
、
と
皇
良
の
念
に
駆
ち
点

る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
・
時
偶
々
村
沢
耀
仕
出
が
、
基
兵
第
七
聯
隊
の
作
戦
命
令
巌
が
戦
友
会
事
務
所
に
在
る
の
を
発
見
し
、
高
村
I
！

宇
宿
宮
と
相
談
し
て
、
「
こ
れ
を
印
刷
阻
目
し
た
い
、
そ
の
仕
事
を
私
に
や
ら
し
て
欲
し
い
」
、
と
申
出
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
に

序
亨
」
作
戦
経
過
の
班
概
を
背
い
て
欲
し
い
、
と
い
う
切
な
る
依
頼
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
の
思
っ
た
こ
と
は
、
作
戦
命
令
だ
け
で
は
無
味

乾
持
た
し
、
作
戦
経
過
も
枕
栂
た
け
で
は
、
あ
ま
り
人
に
読
ん
で
買
え
ず
、
徒
労
に
経
る
の
で
は
な
か
ち
う
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
つ
い
に
村
沢
宮
の
無
意
に
動
か
さ
れ
て
、
そ
れ
で
は
と
の
程
度
に
書
け
る
か
、
短
時
日
で
は
到
昧
様
な
も
の
は
告
げ
な
い
、
か
、
上

海
1
－
南
京
戦
、
緑
川
戦
に
つ
い
て
、
戦
問
経
過
の
楯
要
を
少
し
詳
し
く
書
い
て
み
よ
っ
、
武
陸
戦
以
降
に
つ
い
て
は
、
適
当
売
人
を
遊
ん

で
背
い
て
買
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
て
判
笹
を
承
諾
し
た
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。

愈
々
背
く
と
い
、
2
」
と
に
な
る
と
、
質
料
を
集
め
て
読
ん
で
見
先
け
九
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
急
過
客
梯
質
料
を
渉
猟
し
、
取
持
選
択
す

る
な
ど
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
・
私
の
手
許
に
あ
る
聯
隊
の
戦
闘
諦
観
と
二
、
三
の
質
料
を
、
基
礎
と
し
て
思
い
出
を
雷
き
、
参
戦

の
戦
友
各
位
を
主
な
る
対
象
と
し
・
で
き
れ
は
戦
没
者
の
御
遺
族
端
に
こ
の
種
戦
記
に
関
心
を
持
た
れ
る
万
々
に
も
、
一
読
し
て
預
け
る
よ

う
に
と
思
っ
て
、
禿
華
を
呵
す
る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
私
の
主
観
に
よ
る
記
述
と
な
り
、
歴
史
と
い
う
よ
り
は
手
記
で
あ
り
、
一
方
に
偏

し
て
客
観
的
に
は
、
妥
当
性
を
欠
ノ
＼
点
も
輝
く
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
辺
は
読
者
の
御
前
承
を
願
う
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
右
の
戦
闘
評
親

は
、
作
戦
要
筋
金
の
規
定
に
よ
っ
て
作
鎖
し
、
上
司
に
捉
出
し
た
も
の
の
副
木
で
あ
り
、
そ
の
作
成
は
聯
隊
旗
手
の
業
務
と
し
て
あ
っ
た
の

で
、
土
浦
－
南
京
戦
は
北
村
一
郎
君
、
徐
州
戦
は
m
中
仙
治
評
の
手
に
、
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

昭

和

四

十

一

年

三

月

一

日

歩

七

戦

友

会

長

　

伊

　

　

佐

　

一

　

　

男



－23－

九
、
南
京
附
近
の
戦
闘
及
び
城
内
掃
蕩

（
付
図
第
三
十
五
－
第
四
十
二
参
照
）

十
二
月
七
日
、
聯
隊
は
午
前
七
時
宿
営
地
を
出
発
し
、
土
橋
鎖
を
経
て
索
蝿
鋲

に
向
い
前
進
し
た
。
午
前
十
時
頃
師
団
司
令
部
に
連
絡
の
た
め
派
遣
し
て
あ
っ
た

溝
口
中
尉
、
帰
来
し
て
師
団
命
令
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
聯
隊
は
索
鞭
鎮
西

万
石
子
闇
に
向
い
急
進
し
、
聯
隊
長
は
午
後
二
時
索
鞋
鋲
に
到
着
す
る
や
、
聯
隊

を
同
地
西
側
地
区
に
閥
進
せ
し
め
、
自
ら
師
団
司
令
部
に
至
り
通
絡
し
た
所
、
折
よ

く
旅
団
の
通
信
班
長
岩
田
（
一
朗
）
少
尉
に
会
し
て
旅
団
命
令
を
受
領
し
た
の
で
、

午
後
二
時
三
十
分
、
第
一
．
、
第
二
大
隊
長
及
び
歩
兵
砲
中
隊
長
を
索
軽
鎮
北
端
高

地
に
集
め
て
展
開
を
命
令
し
た
。
各
大
隊
は
午
後
五
時
頃
予
定
の
如
く
展
開
を
完

了
し
、
前
面
の
敵
情
地
形
を
偵
察
し
た
。
第
三
大
隊
は
旅
団
予
備
隊
と
し
て
切
口

に
位
置
し
て
い
た
。

八
日
午
前
一
時
三
十
分
、
聯
隊
長
は
敵
陣
地
攻
撃
に
関
す
る
命
令
を
下
達
し
、

第
一
線
大
隊
は
払
暁
迄
に
各
々
展
開
を
完
了
し
た
。
そ
し
て
第
一
線
中
隊
は
午
前
八

時
頃
概
ね
敵
前
三
、
四
百
米
の
高
地
脚
に
適
し
た
、
か
、
敵
も
頑
強
に
抵
抗
し
爾
後

の
前
進
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
午
後
二
時
四
十
分
、
「
左
翼
隊
は
本
八
日
午
前
十

一
時
攻
墜
成
功
し
西
方
に
追
撃
中
、
第
三
十
五
聯
隊
正
面
の
敵
も
午
後
二
時
三
十

分
頃
よ
り
逐
次
退
却
中
な
り
」
と
の
情
報
を
旅
団
司
令
部
よ
り
伝
え
ら
れ
た
が
、

聯
隊
正
面
の
敵
は
依
然
頑
強
に
抵
抗
し
、
盛
ん
に
陣
地
の
補
強
を
し
て
い
た
。
午

後
三
時
五
十
分
山
砲
第
一
中
隊
（
二
門
）
が
到
着
し
た
の
で
、
第
一
大
隊
正
面
の

敵
掩
蓋
自
動
火
器
の
撲
滅
を
命
じ
、
同
隊
は
敵
職
制
下
に
迅
速
に
陣
地
進
入
し
て

射
撃
を
開
始
し
た
。
忽
ち
に
し
て
掩
蓋
数
個
－
を
破
壊
す
る
や
、
敵
に
動
揺
の
色
あ

り
、
そ
の
機
を
捉
え
て
第
一
線
は
突
撃
を
敢
行
し
午
後
丑
固
判
別
掛
倒
樹
甲
山
相
高

地
に
突
入
し
て
こ
れ
を
占
領
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
第
二
大
隊
も
敵
に
動
揺
の
色
あ

り
と
見
て
、
午
後
四
時
五
十
分
頃
猛
然
二
四
、
八
高
地
及
び
そ
の
北
方
高
地
に

突
入
し
て
、
こ
れ
を
占
領
し
た
。

午
後
五
時
頃
、
電
話
で
追
撃
に
関
す
る
旅
団
命
令
を
受
け
た
の
で
、
聯
隊
は
直
ち

に
夜
間
追
撃
に
移
り
、
第
一
大
隊
及
び
歩
兵
砲
中
隊
は
二
四
七
三
高
地
、
三
〇
八
、

〇
高
地
を
経
て
鯉
魚
山
に
、
第
二
大
隊
（
第
八
中
隊
欠
）
は
二
四
、
八
高
地
、
余
村
を

経
て
鮮
魚
山
に
向
い
前
進
さ
せ
聯
隊
本
部
は
第
八
中
隊
と
共
に
第
二
大
隊
の
後
方

に
続
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
追
撃
は
暗
夜
駄
馬
も
通
じ
な
い
岩
山
を
一
列
側
面
縦

隊
で
終
夜
前
進
を
し
た
の
で
、
可
な
り
疲
労
も
し
た
が
、
大
な
る
敵
の
阻
止
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
聯
隊
本
部
及
び
第
二
大
隊
は
九
日
午
前
七
時
青
龍
山
頂
で
旭
光
を
拝

し
っ
っ
下
山
、
午
前
十
一
時
細
魚
山
西
北
側
什
新
街
西
北
方
千
米
附
近
に
進
出
し
た

。
し
か
し
第
一
大
隊
及
び
旅
団
司
令
部
と
の
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
同
地
に
お

い
て
大
休
止
を
行
っ
た
。
か
く
す
る
中
に
第
一
大
隊
及
び
歩
兵
砲
中
隊
は
、
午
前
九

時
頃
高
橋
門
附
近
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
午
後
一
時
休
止
地
点
を
出
発
し

て
高
橋
門
に
向
っ
た
。
恰
も
好
し
こ
の
時
旅
団
司
令
部
と
無
線
に
よ
り
連
絡
す
る
こ

と
を
得
、
「
歩
三
五
、
歩
三
六
の
両
隣
隊
及
び
歩
七
第
三
大
隊
は
目
下
南
京
城
外
の

敵
陣
地
を
攻
撃
中
な
り
。
歩
七
主
力
は
直
ち
に
兵
営
北
側
地
区
よ
り
、
中
山
門
方
向

の
敵
を
攻
撃
す
べ
L
L
と
い
う
要
旨
の
命
令
を
受
け
た
の
で
、
第
二
大
隊
及
歩
兵

砲
中
隊
は
直
ち
に
出
発
、
陸
軍
兵
営
東
北
方
約
八
〇
〇
米
範
家
営
付
近
に
前
進
し
、

中
山
門
方
向
の
敵
に
対
し
攻
撃
を
準
備
す
べ
く
命
じ
、
聯
隊
長
は
第
一
大
隊
と
共
に

第
二
大
隊
の
後
方
を
、
陸
軍
兵
営
束
南
方
約
五
〇
〇
米
の
紅
土
山
に
向
い
前
進
の
途

中
、
第
二
大
隊
長
よ
り
「
高
橋
門
の
北
方
播
梁
付
近
は
敵
砲
兵
の
掃
射
地
帯
な
る
を

以
て
。
聯
隊
主
力
は
無
益
の
損
害
を
避
け
、
高
橋
門
東
北
側
地
区
を
迂
回
し
て
、
攻
撃

準
備
位
置
に
就
く
を
適
当
と
す
る
」
旨
の
意
見
具
申
が
あ
っ
た
の
で
、
聯
隊
長
は
こ

の
意
見
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
聯
隊
本
部
、
第
一
大
隊
及
び
歩
兵
砲
中
隊
は
謝
軽

付
近
を
経
て
、
予
定
の
地
点
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
大
隊
は
直
路
前
進
し
た
の

で
、
午
後
五
時
頃
絶
家
営
南
方
約
七
〇
〇
米
、
右
山
村
に
到
着
し
た
、
か
、
聯
隊
主
力
は

道
路
な
く
補
々
遠
く
迂
回
し
た
た
め
、
午
後
五
時
頃
謝
淫
に
到
着
し
た
。
こ
の
時
旅

団
司
令
部
に
連
絡
の
た
め
派
遣
し
て
あ
っ
た
聯
隊
副
官
中
野
少
佐
帰
来
し
て
、
旅
団

命
令
を
伝
達
し
た
の
で
、
午
後
六
時
聯
隊
命
令
を
下
達
し
、
明
十
日
早
朝
第
一
大
隊

は
右
第
一
線
と
な
り
、
東
士
皆
よ
り
北
部
該
千
里
に
亘
る
間
に
展
開
し
、
先
ず
工
兵

学
校
を
掃
蕩
し
た
る
後
、
南
部
三
庄
（
註
、
三
圧
と
は
前
圧
、
中
庄
、
後
圧
の
こ
と
）
西

方
「
ク
リ
ー
ク
」
の
線
付
近
に
進
出
、
第
二
大
隊
（
第
八
中
隊
欠
）
は
左
第
一
線
と
な
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り
、
北
部
該
子
里
よ
り
南
部
按
千
里
（
註
、
地
図
に
よ
り
海
子
の
地
名
を
用
う
）
に
亘

る
問
に
展
開
し
、
成
る
べ
く
速
に
「
ク
リ
ー
ク
」
の
線
に
進
出
し
て
、
共
に
城
壁
の
占

領
を
準
備
す
べ
く
命
じ
た
の
で
あ
る
。
第
一
大
隊
は
直
ち
に
前
進
を
開
始
し
た

が
、
夜
に
入
り
暗
黒
の
た
め
前
進
に
時
間
を
要
し
、
十
日
午
前
二
時
漸
く
石
山
村

南
方
約
五
〇
〇
米
の
無
名
部
落
に
到
着
し
た
。
前
夜
来
の
追
撃
で
相
当
疲
労
し
た

の
で
、
同
地
に
休
止
を
命
じ
た
が
、
第
二
大
隊
と
の
連
絡
は
容
易
に
と
れ
ず
、
命

令
の
伝
達
さ
れ
た
の
は
、
十
日
午
前
六
時
頃
で
あ
っ
た
。

第
一
線
両
大
隊
は
払
暁
後
、
夫
々
展
開
位
置
に
向
い
前
進
し
、
聯
隊
本
部
は
午

前
七
時
宿
営
地
を
出
発
し
、
第
八
中
隊
及
び
歩
兵
砲
中
隊
と
共
一
に
左
第
一
線
大

隊
の
後
方
に
向
い
、
鉄
道
線
路
に
沿
っ
て
前
進
中
、
第
三
大
隊
は
己
に
工
兵
学
校

付
近
に
進
出
し
て
い
る
、
と
の
通
報
を
受
け
た
の
で
、
海
子
に
向
い
前
進
し
た
。

然
る
に
こ
れ
は
誤
報
で
、
聯
隊
本
部
が
午
前
八
時
頃
海
子
に
達
す
る
や
、
突
如
前

面
よ
り
猛
烈
な
る
射
撃
を
受
け
た
の
で
、
よ
く
見
れ
ば
敵
は
前
面
将
軍
塘
及
び
工

兵
学
校
の
東
南
側
核
千
里
付
近
に
、
続
々
増
加
中
な
の
で
、
直
ち
に
第
八
．
中
隊
、

及
び
歩
兵
砲
中
隊
を
し
て
、
前
面
の
敵
を
射
撃
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
午
前
九
時

頃
第
二
大
隊
が
到
着
し
た
の
で
、
第
八
中
隊
を
大
隊
長
の
隷
下
に
復
し
、
第
五
中

隊
を
新
に
聯
隊
予
備
と
し
、
同
大
隊
を
し
て
海
子
付
近
に
開
進
せ
し
め
、
爾
後
の

攻
撃
を
準
備
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

第
一
大
隊
は
午
前
八
時
三
十
分
、
陸
軍
兵
営
西
側
に
達
し
前
面
に
敵
あ
る
を
知

り
、
停
止
し
て
敵
陣
地
を
偵
察
し
、
攻
撃
を
準
備
し
た
が
、
敵
の
職
制
下
所
命
の
「
ク

リ
ー
ク
」
の
線
に
、
進
出
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、
午
後
四
時
頃
、
第
二
第

四
中
隊
の
各
一
小
隊
を
し
て
、
海
子
東
北
側
「
ク
リ
ー
ク
」
よ
り
陸
軍
兵
営
西
側

「
ク
リ
ー
ク
」
に
亘
り
「
ク
リ
ー
ク
」
を
利
用
し
て
交
通
壕
を
構
築
さ
せ
た
。

瞬
隊
本
部
は
午
後
六
時
頃
、
涼
子
よ
り
楊
家
酸
に
移
動
し
た
が
、
聯
隊
に
復
帰

し
た
第
三
大
隊
（
第
十
二
中
隊
欠
）
は
午
後
十
一
時
頃
、
楊
家
蔵
東
北
側
地
区
に

到
着
し
て
、
聯
隊
長
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。

十
一
日
、
第
一
大
隊
〔
歩
兵
砲
中
隊
（
一
小
隊
欠
）
属
〕
は
払
暁
迄
に
、
陸
軍
兵

営
西
側
「
ク
リ
ー
ク
」
の
線
に
展
開
し
て
、
攻
幣
を
準
備
し
た
。
第
二
大
隊
（
歩

兵
砲
一
小
隊
属
）
は
一
部
を
海
子
付
近
に
展
開
せ
し
め
、
主
力
は
「
ク
リ
ー
ク
」

払
暁
頃
展
開
を
完
了
し
て
、
攻
撃
を
準
備
し
て

い
た
が
、
午
前
九
時
頃
、
前
面
の
敵
の
優
勢
な
ら
ざ
る
を
、
看
破
し
た
第
六
中
隊

長
西
野
大
尉
は
、
中
隊
を
率
い
攻
撃
前
進
、
猛
火
を
冒
し
敢
然
と
し
て
敵
陣
地
に

突
入
し
、
午
前
九
時
三
十
分
こ
れ
を
占
領
し
た
。
第
六
中
隊
の
攻
撃
前
進
を
見
た

第
七
中
隊
、
ま
た
後
れ
じ
と
こ
れ
に
続
い
て
攻
撃
前
進
し
て
、
敵
陣
地
を
占
領
し

た
。
敵
は
動
揺
の
色
を
現
わ
し
っ
つ
も
、
な
お
近
く
我
に
対
鴫
し
て
い
る
の
で
、

第
六
中
隊
は
こ
の
敵
を
攻
馨
す
る
た
め
、
将
軍
塘
北
端
付
近
に
進
出
せ
ん
と
す
る

や
、
海
子
に
あ
っ
た
第
八
中
隊
ま
た
攻
撃
師
進
に
移
り
、
海
福
庵
の
敵
陣
地
に
突

入
し
て
、
こ
れ
を
占
領
し
た
。
時
に
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
で
あ
る
。

第
二
大
隊
の
進
出
と
山
砲
の
破
壊
射
撃
に
よ
れ
王
制
面
の
敵
に
、
動
揺
の
色
あ
る

を
看
て
第
一
大
隊
は
右
翼
方
面
第
三
十
五
聯
隊
が
未
だ
進
出
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
午
後
二
時
断
乎
攻
墜
前
進
を
開
始
し
、
午
後
二
時
三
十
分
敵
陣
地
を
占
領

し
、
一
部
を
直
ち
に
工
兵
学
校
に
進
入
さ
せ
て
、
残
敵
を
掃
蕩
し
た
。

こ
こ
で
聯
隊
長
は
楊
家
蔵
を
出
発
し
、
浩
子
に
前
進
す
る
と
共
に
、
第
三
大
隊

を
第
二
大
隊
の
左
に
展
開
せ
し
め
、
敵
を
側
背
よ
り
包
囲
攻
撃
す
べ
く
命
じ
た
。

第
三
大
隊
は
午
後
三
時
過
第
二
大
隊
の
左
に
展
開
し
、
鉄
道
線
路
北
側
の
敵
陣
地

を
攻
撃
し
、
午
後
六
時
こ
れ
を
占
領
し
た
。

敵
は
愈
々
城
壁
近
く
圧
迫
さ
れ
、
最
後
の
抵
抗
を
続
け
て
い
た
が
、
第
一
線
大

隊
は
薄
暮
を
利
用
し
、
相
前
後
し
て
攻
撃
前
進
し
、
第
一
大
隊
は
工
兵
学
校
北
側

高
地
を
、
第
二
大
隊
は
標
高
五
〇
、
五
高
地
を
、
第
三
大
隊
は
そ
の
南
側
高
地

を
、
各
々
午
後
七
時
三
十
分
頃
占
領
し
た
。
聯
隊
本
部
は
午
後
六
時
頃
海
福
庵
に

前
進
し
た
。
夜
に
入
り
退
路
を
失
っ
た
残
敵
は
、
数
十
名
宛
一
団
と
な
っ
て
、
右

往
左
往
し
て
い
た
が
、
第
一
線
部
隊
は
主
と
し
て
銃
剣
に
よ
り
、
こ
れ
を
墾
滅
し

た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
線
各
大
隊
は
一
挙
城
壁
を
馨
登
す
べ
く
、
城
壁
の
破
壊
口
及
び
「
ク
リ
ー

ク
」
の
状
況
を
偵
察
し
た
が
、
聯
隊
正
面
の
城
壁
は
高
さ
二
〇
米
位
あ
っ
て
、
し

か
も
上
部
二
、
三
米
破
壊
せ
ら
れ
あ
る
の
み
、
攣
登
を
許
さ
な
い
の
で
、
巳
む
を

得
ず
本
夜
現
在
地
付
近
に
在
っ
て
、
明
日
の
重
砲
に
よ
る
城
壁
破
壊
を
待
つ
に
沢

し
た
の
で
あ
る
。

十
二
日
午
前
十
時
、
聯
隊
長
は
工
兵
学
校
西
側
標
高
五
〇
、
五
高
地
に
到
り
、

第
二
大
隊
長
と
共
に
城
壁
破
壊
の
状
況
を
視
察
中
、
同
十
一
時
頃
旅
団
長
も
、
同
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地
に
出
て
来
ら
れ
た
、
か
、
聯
隊
正
面
の
城
壁
に
、
重
砲
に
ょ
っ
て
造
ら
れ
つ
ゝ
あ

る
二
カ
所
の
破
壊
口
は
、
何
れ
も
不
十
分
に
て
突
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
切
歯

掘
腕
す
る
も
致
し
方
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
－
劃
硝
粗
極
力
硬
球
萄
到
－
判
u
社
か
小

夕
刻
日
計
引
潮
自
生
執
州
勘
勘
甲
沖
。
J
風
聞
勘
割
宵
闇
競
異
が
、
－
印
可
日
記
i
率
登

南
　
　
京
　
　
城
　
　
突
　
　
入
　
　
路

圧制を敵の上壁城

し
裾
引
角
禍
喝
吋
な
っ

た
当
1
i
坤
到
矧
コ
純
は

ー

1

－

－

～

・

i

I

I

I

l

成
増
前
田
～
五
〇
〇

菊
判
樹
同
前
1
円

突

塾

で

日
記
加
工
袖
調
達
烈

封
た
l
銃
－
岸
屯
暁

近
く
な
る
に
従
い
、

漸
裾
割
勘
な
－
う
だ

の
で
当
i
細
工
」
胡
閥
は

後
厄
に
向
い
前
進

し
ー
i
判
ヨ
印
判
軸
五

時
対
周
到
軸
掬
を
受

笥
山
側
引
当
、
I
同

掲
出
綱
引
和
己
と

、
中
で
割
淀
。
こ
れ
よ

り
先
中
隊
長
は
城
壁

破
壊
口
の
偵
察
に
、

稲
垣
（
順
太
郎
）
軍
曹

外
三
名
の
斥
候
を
派

過
し
て
あ
っ
た
か
、
こ
の
斥
候
は
敗
残
兵
に
尾
行
し
て
「
ク
リ
ー
ク
」
の
渡
河
点

を
発
見
し
、
第
三
十
五
聯
隊
正
面
の
破
壊
口
（
要
図
㈲
）
よ
り
城
艦
に
登
り
、
壁

上
高
く
日
章
旗
を
樹
て
た
の
で
あ
る
。
時
に
午
前
六
時
二
十
五
分
頃
で
あ
っ
た
。

か
く
て
敵
の
退
却
を
察
知
し
た
各
隊
は
城
壁
に
向
い
前
進
し
、
第
一
中
隊
は
前

記
斥
候
の
案
内
に
て
午
前
七
時
二
十
分
㈲
破
壊
口
よ
り
、
第
七
中
隊
松
枝
（
恒

三
）
伍
長
以
下
三
名
の
斥
候
は
同
時
刻
頃
の
破
壊
口
よ
り
抜
上
に
馨
ぢ
登
っ
た
。

続
い
て
の
破
壊
口
よ
り
各
大
、
砲
隊
窮
に
歩
三
五
の
部
隊
、
梱
撞
い
て
進
入
し
、

㈹
破
壊
口
よ
り
は
第
三
大
隊
の
一
小
隊
及
び
第
三
大
隊
本
部
、
か
馨
登
進
入
し
、
各

隊
は
感
激
の
万
歳
を
高
唱
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
朝
早
く
光
輩
門
に
は
歩
兵
第
三
十
六
聯
隊
、
中
山
門
に
は
歩
兵
第
三
十
五

聯
隊
に
よ
り
、
日
章
旗
を
翻
編
と
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

豊
田
劉
劇
僧
院
当
日
同
課
甲
－
㈲
破
壊
百
』
功
南
京
竃
上

れ
軍
繊
葛
爛
u
七
一
為
残
空
士
患
敵
融
詞
訓
謝
闇
日
割
封
園
部

言
わ
ル
カ
地
引
－
将
兵
倒
歓
喜
l
聾
引
く
到
出
物
砥
部
有
様
で
あ
っ
定
。
上
薗
坤
弗
八

旬
あ
ら
ゆ
召
困
茜
欠
電
撃
雪
、
割
引
「
利
親
由
U
で
獲
得
u
兄
－
戦
車
で
あ

る
が
窟
謹
U
当
然
で
嘉
記
事

で
　
こ
の
日
敵
飛
行
機
始
め
て
姿
を
現
わ
し
、
高
空
よ
り
わ
れ
等
の
眼
前
に
爆
弾
を

投
下
し
て
退
避
し
た
が
、
わ
れ
に
何
等
の
損
害
も
無
か
っ
た
。
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歩
七
作
命
墨
。
三
号
（
財
務
非
難
縞
十
一
時
三
十
分
）

一
、
右
翼
隊
ハ
敵
ノ
第
一
、
第
二
線
陣
地
ヲ
奪
取
シ
水
西
国
及
工
兵
学
校
西
方
高
地
ノ
線
二
進

出
シ
本
十
一
日
夜
中
山
門
南
半
蔀
以
南
ノ
城
壁
占
領
ヲ
企
図
ス
師
団
砲
兵
隊
及
軍
砲
兵
隊
－

ハ
依
然
右
翼
隊
ノ
戦
斗
二
協
力
ス

二
、
聯
隊
（
第
十
二
中
隊
ノ
一
小
隊
ヲ
欠
キ
工
兵
一
小
隊
ヲ
屠
セ
ラ
ル
）
ハ
現
在
地
附
近
二
兵

力
ヲ
集
結
シ
明
日
以
后
二
於
ケ
ル
城
壁
ノ
占
領
ラ
準
瞞
セ
ン
ト
ス

右
第
一
線
描
隊
ハ
本
十
一
日
夜
一
部
ヲ
以
テ
中
山
門
南
方
竺
青
果
ノ
破
壊
。
ヲ
利
用
シ

城
壁
ヲ
、
主
力
ヲ
以
テ
申
山
門
南
半
部
ノ
占
領
ヲ
企
図
ス

三
、
各
大
隊
（
歩
兵
砲
中
隊
ノ
分
属
故
ノ
如
シ
）
ハ
主
力
ヲ
現
在
地
附
近
二
集
結
シ
隊
伍
ヲ
整

頓
ス
ル
ト
共
三
部
ヲ
以
テ
左
ノ
地
点
こ
拠
点
ヲ
占
領
セ
シ
メ
極
力
城
壁
占
領
ノ
準
鯖
ヲ

強
行
ス
ヘ
シ

第
一
大
隊
ノ
一
部
　
　
後
庄

第
二
大
隊
ノ
一
部
　
　
中
庄

第
三
大
隊
ノ
一
部
　
前
庄
南
方
五
〇
〇
米
無
名
部
落

工
兵
小
隊
ヲ
左
ノ
如
ク
分
属
ス

第
「
第
二
大
隊
各
一
分
隊

第
三
大
隊
　
一
小
隊
（
二
分
隊
欠
）

四
、
各
大
隊
問
ノ
戦
斗
地
境
左
ノ
如
シ

第
一
、
第
二
大
隊
間

中
庄
北
端
ヨ
リ
城
壁
一
一
直
角
三
通
ヌ
ル
線

第
二
、
第
三
大
隊
間

前
庄
北
端
ヲ
城
壁
二
直
角
二
連
ヌ
ル
線

五
、
第
四
中
隊
ノ
一
小
隊
ハ
予
備
隊
ト
ス
　
南
部
該
千
里
－
壷
置
ス
へ
シ

六
、
千
ハ
暫
ク
南
部
核
千
里
二
在
り

㌢
作
禽
空
。
四
号
命
翻
輔
弼
締
隊
本
部
）

一
、
右
翼
隊
ハ
当
面
ノ
敵
ヲ
撃
破
シ
中
山
門
西
方
約
二
粁
南
北
ヲ
流
ル
ル
「
ク
リ
ー
ク
」
ノ
線

二
進
出
ス

左
翼
隊
ト
ノ
戦
斗
地
境
ヲ
外
五
電
橋
（
中
山
門
西
方
的
一
軒
）
及
其
西
方
「
ク
。
ー
ク
」

ノ
線
二
建
値
セ
ラ
ル

線
上
ハ
左
翼
隊
二
含
ム

二
、
聯
隊
（
第
三
大
隊
ヲ
欠
キ
配
属
部
隊
故
ノ
如
シ
）
ハ
依
然
左
第
一
線
ト
ナ
リ
外
五
竜
橋
以

北
ノ
地
区
二
転
移
シ
「
ク
リ
ー
ク
」
ノ
線
二
向
ヒ
敢
ヲ
追
撃
セ
ン
ト
ス

歩
兵
第
三
五
聯
隊
第
一
大
隊
ハ
右
第
一
線
ト
ナ
リ
中
山
道
三
治
フ
地
区
ヲ
「
ク
リ
ー
ク
」

ノ
線
二
向
ヒ
追
撃
ス

両
第
一
線
ノ
戦
斗
地
境
ヲ
飛
行
場
中
央
ヲ
達
ヌ
ル
線
二
建
値
セ
ラ
ル

三
、
第
二
大
隊
ハ
右
第
一
線
ト
ナ
リ
銅
心
管
橋
、
外
五
電
橋
、
復
成
橋
以
北
ノ
地
区
ヨ
リ
「
ク

リ
ー
ク
」
ノ
線
二
向
ヒ
前
進
ス
へ
シ

四
、
第
一
大
隊
（
第
四
中
隊
欠
）
ハ
左
第
一
線
ト
ナ
リ
外
電
橋
西
方
橋
梁
ヲ
経
テ
「
ク
リ
ー

ク
」
ノ
線
二
向
と
前
進
ス
ヘ
シ

五
、
両
大
隊
ハ
特
二
有
カ
ナ
ル
一
部
ヲ
以
テ
前
進
地
域
ヲ
掃
蕩
シ
一
部
ヲ
以
ラ
楼
ヲ
失
セ
ス

「
ク
リ
ー
ク
」
対
岸
ヲ
占
領
ス
へ
シ

六
、
両
大
隊
ノ
戟
斗
地
域
ノ
境
界
左
ノ
如
シ

外
五
電
橋
～
～
復
成
橋
ヲ
連
ヌ
ル
線
、
線
上
ハ
第
二
大
隊
一
一
属
ス

七
、
山
砲
兵
第
舌
隊
ハ
飛
行
場
一
一
陣
地
ヲ
占
領
シ
第
一
線
ノ
追
撃
ヲ
支
援
ス
へ
シ

八
、
第
四
中
隊
歩
兵
砲
中
隊
工
兵
小
隊
ハ
予
備
隊
ト
ナ
リ
竺
大
隊
ノ
後
方
ヲ
第
云
園
北
側

二
向
ヒ
前
進
ス
ヘ
シ

九
、
予
ハ
予
備
隊
卜
共
二
前
進
ス

一
、
城
内
ノ
戦
斗
二
万
リ
テ
ハ
別
紙
葉
入
城
一
高
ス
ル
葺
合
官
ノ
注
意
事
項
ヲ
厳
守

シ
特
－
一
古
物
保
存
場
二
立
入
ヲ
禁
ス

歩
七
作
命
日
竺
○
書
（
航
弼
細
講
師
羅
縄
翻
）

（
」
」
鄭
隊
－
試
覿
讃
＝
自
邸
割
勘
引
割
引
中

二
、
聯
隊
〔
戦
車
一
中
隊
、
工
兵
舌
隊
（
各
一
小
隊
欠
‥
属
セ
ラ
ル
‥
北
部
掃
蕩
隊
ト

ナ
リ
今
ヨ
リ
掃
蕩
ラ
実
施
セ
ン
ト
ス

各
大
隊
（
工
兵
各
一
分
隊
ヲ
属
ス
）
ハ
別
紙
区
域
内
ノ
掃
蕩
ヲ
実
施
ス
へ
シ
　
其
ノ
兵
力

ハ
約
三
分
ノ
二
ノ
兵
力
ヲ
使
用
ス
へ
シ

戦
車
中
隊
（
工
兵
小
隊
長
ノ
指
揮
ス
ル
二
分
隊
ヲ
属
ス
）
ハ
別
三
ボ
ス
道
路
上
ノ
掃
蕩
二

任
ス
ヘ
シ
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＿＿＿＿金一㊨ 五
、
爾
余
ハ
予
備
隊
ト
ナ
リ
現
在
地
附
近
－
一
ア
リ
テ
得
楼
ス
ヘ
シ

六
、
予
ハ
第
一
公
園
北
側
一
一
在
り

歩
七
作
命
甲
第
一
。
五
号
追
加
詳
詐
訴
整
帥
一
時

一
、
各
隊
大
行
李
ハ
当
分
ノ
間
中
山
門
東
方
兵
営
附
道
三
位
置
ス
ヘ
シ

歩
雷
墨
守
〈
結
露
端
緋
三
十
分
）

一
、
聯
隊
ハ
明
十
四
日
引
続
キ
担
任
地
区
内
ノ
掃
蕩
ヲ
実
施
セ
ン
ト
ス

二
、
各
大
隊
ハ
左
記
二
基
キ
掃
蕩
ヲ
実
施
ス
へ
シ

1
、
掃
蕩
区
域
別
紙
要
図
ノ
如
シ

2
、
掃
蕩
－
一
用
フ
ル
兵
力
ハ
歩
兵
中
隊
及
機
関
銃
中
隊
ヲ
主
ト
シ
必
要
二
応
シ
其
他
ノ
部

隊
ヲ
用
フ

明
十
四
日
派
遣
ス
ヘ
キ
兵
力
ハ
各
中
隊
ノ
三
分
ノ
二
ヲ
標
準
ト
ス

3
、
掃
蕩
隊
ハ
午
前
九
時
福
宮
地
出
発
夕
刻
迄
二
帰
隊
ス
ヘ
シ

4
、
掃
蕩
二
当
リ
テ
ハ
旅
団
長
ヨ
リ
与
へ
ラ
レ
タ
ル
「
掃
蕩
実
施
二
関
ス
ル
注
意
」
ヲ
厳

守
ス
ヘ
シ

5
、
右
掃
蕩
隊
服
装
ハ
軍
装
ニ
シ
テ
背
嚢
ヲ
瞼
ク

6
－
瑞
浅
川
結
果
↑
パ
名
犬
轍
毎
」
「
取
繕
メ
報
告
ス
へ
シ

三
、
戦
車
第
一
中
隊
（
一
小
隊
欠
）
　
ハ
明
十
四
日
午
前
十
時
宿
営
地
出
発
担
任
区
域
ノ
外
囲
二

沿
フ
主
要
道
路
ヲ
掃
蕩
帰
還
ス
へ
シ

四
、
工
兵
中
隊
（
一
小
隊
欠
）
　
ハ
一
部
ヲ
残
置
シ
主
力
ヲ
以
テ
午
前
八
時
宿
営
地
出
発
担
任
区

六
、
爾
余
ノ
部
隊
ハ
所
要
二
応
シ
直
二
出
動
シ
得
ル
如
ク
宿
営
地
二
待
機
ス
へ
シ

七
、
予
ハ
南
京
哀
願
街
二
在
り

注
　
意

1
、
担
任
区
域
内
二
無
用
ノ
軍
人
ヲ
王
チ
入
ラ
ン
メ
サ
ル
「
一
ト

2
、
言
語
不
通
ノ
為
外
国
人
ト
ノ
間
二
誤
解
ヲ
生
シ
衝
突
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
様
戒
ム

ル

コ

ト

歩
七
作
命
甲
空
。
七
号
（
牲
詐
調
整
㌔
四
十
分
）

《

　

一

斗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

i

I

r

1

－

　

－

・

i

ニ

ー

一

、

J

▲

＝

∴

l

i

－

I

j

－

・

－

－

、
観
閲
小
弟
担
任
毅
湯
地
区
中
一
兵
力
ヲ
集
結
シ
掃
蕩
ヲ
続
行
ス
ヘ
シ
　
尚
掃
蕩
地
区
単
一

ハ
歩
七
（
配
属
部
隊
ヲ
含
ム
）
外
ノ
部
隊
ノ
勝
手
ナ
ル
行
動
ヲ
絶
対
－
一
禁
止
ス
へ
シ

、
各
隊
′
俸
房
ハ
其
掃
蕩
地
区
内
ノ
二
ヶ
所
一
一
収
容
ス
へ
シ
　
之
二
対
ス
ル
食
料
ハ
師
団
二

請
求
ス
ペ
ン

十
二
月
十
四
日
　
　
会
　
報

七
ハ
南
京
」
一
宿
営
七
中
辛
ノ
ニ
非
ス
　
掃
蕩
隊
ト
シ
テ
入
城
中
和
力
モ
ー
カ
、
サ
ル
－
ユ
幸
ヲ

叫
十
か
デ
ス

掃
蕩
終
了
七
人
）
城
外
千
国
司
親
元
後
入
域
式
デ
行
′
当
中
山
等

外
国
権
益
内
「
一
残
異
名
薗
テ
ル
見
込
ナ
ル
モ
之
二
対
シ
テ
人
語
学
堪
能
若
戸
選
抜
レ
之
こ

く
当
、
ラ
ン
ふ
ん
《
筈
ナ
ル
こ
付
合
隊
ト
シ
テ
ハ
外
方
∃
∴
男
之
ヲ
監
視
シ
置
ク
へ
シ

域
内
ノ
主
要
道
路
及
広
場
等
二
於
ケ
ル
地
雷
ノ
案
出
及
之
力
撤
去
二
任
ス
へ
シ

各
隊
ハ
輿
担
任
区
域
内
一
一
別
紙
要
図
イ
姻
勿
鶴
男
ヲ
配
固
シ
担
任
圏
域
珊
月
舘
爛
1
軍
紀

風
紀
パ
尉
撃
十
億
雪
の
可
ぺ
J
当

を
丸
剤
勝
星
巡
察
引
派
遣
が
好
捕
圃
樹
掛
目
割
勘
副
費
中
生
餓
珊
測
鋤
矧
飽
憩
雪
山

パ
葬
圃
ヲ
l
配
露
草
ペ
ソ

，

－

－

′

－

－

－

－

　

－

～

、

－

i

，

i

～

，

－

－

－

i

1

－

1

－

－

－

－

，

－

－

－

－

－

－

ノ

●

1

－

－

▲

－

1

－

●

－

1

－

－

－

－

－

　

　

i

）

‘

－

《

　

　

i

－

右
衛
兵
ノ
交
代
時
刻
ハ
毎
日
午
后
三
時
ト
ン
其
方
服
装
ハ
軍
装
口
羽
）
試
聴
車
′
者
ハ
割
襲

鴨
ク

但
シ
明
十
四
日
ハ
午
前
八
時
宿
営
地
出
発
配
置
二
親
ク
へ
シ

歩
七
作
命
星
。
八
号
（
詳
詐
翫
整
計
時
）

一
、
憎
ハ
十
五
、
十
六
日
ノ
両
日
南
京
城
及
其
附
近
師
団
作
戦
地
域
内
ん
僧
籍
引
憲
l
、
l
－

ス旅
団
ハ
第
一
乃
至
第
十
徴
発
掩
護
隊
ヲ
細
脇
の
官
憲
徴
発
ヲ
掩
護
ス
ー

二
、
聯
隊
ハ
第
一
及
至
第
五
徴
発
掩
護
隊
ヲ
編
成
シ
官
憲
徴
発
㌫
閣
議
ズ

三
、
各
大
隊
ハ
明
十
五
日
午
前
八
時
四
十
分
光
華
門
北
側
二
左
記
ノ
掩
護
部
隊
ヲ
差
出
シ
師
団

兵
器
部
長
及
経
理
部
長
ノ
区
処
ヲ
受
ケ
シ
ム
ヘ
シ

左
　
　
記

H
∴
編
成
一
掩
護
隊
ハ
将
校
（
准
尉
ヲ
含
′
〇
一
、
下
士
官
、
兵
三
二
ト
シ
小
銃
四
分

隊
－
一
編
成
ス
へ
シ
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服
装
　
背
嚢
ヲ
除
キ
ク
ル
軍
装

携
帯
口
糧
一
日
分
ヲ
携
行
ス
ヘ
シ

編
成
担
任

第
一
徴
発
掩
護
隊
　
－
　
第
一
大
隊

第
二
、
第
三
徴
発
掩
護
隊
　
－
　
第
二
大
隊

第
四
、
第
五
徴
発
掩
護
隊
I
I
第
三
大
隊

出
シ
蕨
岡
副
官
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
シ
ム
ヘ
シ

3
、
工
兵
中
隊

午
前
十
時
迄
二
巡
視
位
置
ノ
障
碍
除
去
ヲ
完
了
ス
へ
シ

歩
七
作
命
中
…
一
号
（
縄
細
腕
調
理
コ
覿
）
一

歩
七
作
命
星
〇
九
号
（
罷
詐
補
整
糾
時
）

「
九
師
作
命
号
外
二
言
リ
師
団
掃
蕩
隊
及
城
内
集
結
部
隊
ノ
外
城
内

入
ル
ヲ
禁
シ
旦
ツ
掃

恥
部
執
務
－
勘
へ
高
富
残
敵
4
謁
見
薗
ス

二
、
品
鞠
（
l
雷
叫
当
弓
割
引
亘
－
円
熟
勘
引
和
親
計
テ

∩
前
覚
現
出
印
飼
引
山
側
韻
事
引
工
当
月
J
r
N
当
ズ

三
、
各
隊
ハ
依
然
前
任
務
ヲ
続
行
シ
速
二
残
敵
ヲ
掃
蕩
ス
ヘ
シ

軽
装
甲
車
中
隊
ハ
午
前
九
時
宿
営
地
出
発
掃
蕩
担
任
区
域
内
部
ノ
主
要
ナ
ル
二
条
実
線
路

ヲ
掃
蕩
帰
還
ス
ヘ
シ

右
ノ
外
各
大
隊
ハ
対
空
監
視
及
射
撃
三
関
ス
ル
処
置
ヲ
実
施
シ
速
二
報
告
ス
ヘ
シ

四
、
予
ハ
明
十
五
日
午
后
現
在
地
揖
発
第
一
大
隊
掃
蕩
地
区
内
二
至
ル

筆
作
命
甲
三
〇
号
（
罷
雑
端
整
韓
）

一
、
明
十
五
日
午
前
十
時
ヨ
リ
拘
蕩
隊
長
掃
蕩
区
域
内
ヲ
巡
視
セ
ラ
ル
依
テ
左
記
部
隊
ハ
左
ノ

如
ク
心
得
フ
ヘ
シ

1
、
歩
兵
第
七
開
陳
第
四
中
隊

将
校
ノ
指
揮
ス
ル
小
銃
、
1
g
客
一
分
隊
ヲ
午
前
九
些
千
分
迄
二
旅
団
司
令
割
前
二

重
ラ
シ
メ
旅
団
副
官
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
シ
ム
ヘ
シ

服
装
ハ
背
嚢
ヲ
隙
ク
軍
装
ト
ス

2
、
戦
車
第
一
中
隊

戦
車
二
、
乗
用
車
二
、
ト
ラ
ッ
ク
一
ヲ
旅
団
司
令
部
前
二
午
前
九
時
三
十
分
迄
二
羞

ー

薫

e

g

a

－

－

要

，

管

－

1

9

“

i

⊂

－

i

星

亨

董

卓

　

－

1

－

－

－

賀

自

尊

胃

管

を

i

古

●

法

縁

－

報

臣

患

部

曹

長

，

子

を

シ

i

章

二

十

大

－

i

良

子

章

農

民

第
一
七
定
休
∴
∴
．
べ

テ
将

脅
蘭
誉
l
碧
南
鞠
薗
内
患
碓
営
出
生
刈
姉
シ

摘
網
輔
弼
補
習
韻
鶴
諸
費
覿
‡
ス

各
大
隊
ハ
明
十
六
日
早
朝
ヨ
リ
其
担
任
ス
ル
掃
蕩
地
内
ノ
掃
蕩
特
二
難
民
地
区
掃
蕩
ヲ
続

行
ス
ヘ
シ

第
三
大
隊

ハ
部
下
各
中
隊
ヨ
リ
各
一
小
隊
ヲ
出
シ
第
一
大
隊
長
ノ
区
処
ヲ
受
ケ
シ
ム
ヘ
シ

四
、
塾
－
剖
幽
閲
闇
蘭
工
待
機
オ
ー
へ
シ

五
、
予
ハ
十
六
円
午
后
以
後
最
高
法
院
四
方
約
一
粁
赤
壁
路
聯
隊
本
部
二
在
り

歩
七
作
命
甲
三
二
号
（
肝
薪
秩
維
醗
露
）

一
、
十
二
月
十
七
日
南
京
入
城
式
ヲ
実
施
モ
ラ
ル

二
、
各
大
隊
ハ
第
九
師
団
入
城
式
二
関
ス
ル
規
定
堅
ハ
旅
作
命
第
一
四
三
号
二
依
ル
外
左
ノ
通

り
心
得
へ
シ

1
、
編
∴
成
　
大
隊
長
　
棚
橋
少
佐

四
ケ
中
隊
・

混
成
第
四
中
隊
長
　
挟
谷
少
尉

2
、
差
出
勘
榛

名
大
は
ヨ
リ
一
ケ
中
隊
卜
一
ケ
中
略

3
、
中
隊
及
小
隊
ノ
人
員

中
隊
ハ
一
九
〇
名
（
ナ
シ
待
ル
限
り
多
数
ノ
卿
外
字
ヲ
含
マ
ン
ム
へ
シ
）


